
 

・ クイズやお買い物ごっこがとっても楽しかったと言っていました。

小銭で買い物する機会がなくなってる時代なので、今回の講座

はとてもありがたかったです。 

 

・ 必要なもの、欲しいもの、要らなかったかもしれないものなど、き

ちんと振り返りをする事までが大切ということとを、子供にわかり

やすく教えていただきました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

1． お金 クイズ 

 「やぶれたお金はどこに持っていく？」など、お金に関す

る三択クイズに挑戦しました。 

 子供たちは、自分が正しいと思う答えの番号に移動し

ます。答えが当たると大はしゃぎする姿も見られました。 

お金の価値や約束事について、楽しく学ぶことができ

ました。 

 

2．お買い物 体験 

子供だけで２回の買い物を体験しました。 

「１回目は、５００円以内、２回目は、１０００円以内でお昼ご

はんを買う」というミッションです。子供たちは、「なんでも

ストア」のチラシを見て、何を買うかよく考えてから、親が見

守る中、一人で買い物に行きました。 

 

 

 

3．お金を自分で管理しよう 

2 回目に買ったものを記録した後、振 り返りシー

トでに「よく考えて買ったか」、「買い物の 感想」など

を記入し、自分の行動を振り返りました。 

 

 

 

4．まとめ 

 買い物をするときは、「必要なもの、欲しいもの」の２通りの気持ちがあることを確認しました。 

貯金の大切さにも触れ、買い物の達人になるためには、「必要なもの、欲しいもの、貯金」の３

つに分けて管理することが大切であることを伝えました。 

【内容・目標】 

消費者として上手にお金を使えるように、お金の役割と管理の仕方を学ぶ。 


